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二
O
二
O
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピック
の
主
会
場
と
な
る
新
国
立
競
技

場
（
東
京
都
新
宿
区
）
建
設
計
画
で
、
事
業
主
体
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン

タ
ー
（
J
S
C

）
が
情
報
を
十
分
に
公
開
し
な
い
ま
ま
計
画
を
進
め
て
い
た

こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

白
紙
撤
回
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
を
め
ぐ
り
、

自
民
党
が
最
近
入
手
し
た
有
識
者
会
議
の
議
事
録
と
、
本
紙
が
か
つ
て
開
示
請

求
し
た
議
事
録
を
比
べ
る
と
、
森
喜
朗
・
五
輪
組
織
委
員
会
会
長
の
発
言
な
ど

重
要
な
情
報
が
隠
さ
れ
て
い
た

。

（
森
本智
之
）

厚罰

本
紙
が
開
示
を
受
け
た
議
事
録
か
5

削
除
さ
れ
て
い
た
森
氏
の
発
言

（
が
削
除
部
分
）

－

黒
塗
り

に
つ
い
て
、
議
事
録
を
公
開
し

て
い
な
い。
問
題
の
資
料
は
、

十
一
月
十
五
日
に
開
い
た
第
三

回
の
議
事録
。

国
際
コ
ン
ペ
審

査
委
員
長
を
務
め
た
建
築
家
の

安
藤
忠
雄
氏
がハ
デ
ィド
氏
案

J
S
C

は
、
ザ
ハ
・

ハ
デ
ィ

ド
氏
の
デ
ザ
イ
ン
採
用
を
決
定

す
る
ま
で
に
、
有
識
者
会
議
が

，

一
二
年
に
開
い
た
三
回
の
会
合

全体としては、皆さんのおっしゃるとおりです。ただ、この全体像46点見た
時もそうで、すが、こてbそうで、すが、 （ハデイド氏案について）正直言うと、神宮

のところに宇宙から句ウ、がおりてきたっていう感じなのです。これ、ほんとうに
マッチするのかなと．介。これはその次の入選作、 （3位になった作品につい
て）これもそうなんて、これ見ていると、神宮の森にカキフライのフライのないカ
キか、生ガキがt ‘るっていう感じがして、私は専門家じゃないからわからない
ので、極めて庶民世士感覚で、こオl、合うのかなっていう感じをちょっと持ちま
した。これは色と？何とかでカバーするのか。ならわかるのだけど、こっちは宇
宙から来た何うで こっちはカキフライのフライになる前の感じで、このあたり

がちょっと違和きを、正直に言えといえばそうなります。
（中略）

これはこれから設計でされるのだろうと思いますが、せっかくここをなさる

んですから、僕らここって一番関心のあるところは実はここなのです。目の前
で、見えるといみご、う一番いいので、ね、これはぜひ。だから、そういう意味じゃ、

このコックスさ －－ 'l2~の作品の応募者）の、絵だ、けみればコックスのほうが
ぐっと近づいて．‘るとJう感じはいたしますので、その点だけであります。
以下、ほんとう仁でくさんの中からよくお選びになって、私も全部見ましたけ

ど、どうやって孟ふヒでろうと思って、頭を痛めて見ておりましたが、そのことに
ついてご労苦こき三ぎをします。
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＼去宗Lさ宗主ご

SC 消極的なJ情報公開
を
選
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
、
了

承
さ
れ
た
会
合
だo

z
写
十

一月
、
本
紙
に
開

示
さ
れ
た
議
事
録
は
、
佐
藤
禎

一
委
員
長
（
元
文
部
次
官）や

安
藤
氏
ら

一部
委
員
を
除
い
て

発
言
者
名
が
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
発
言
が
誰
の

も
の
か
検
証
で
き
な
か
っ
た
。

出
席
者
か
ら
「
あ
ん
ま
り
臨
場

感
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

ハ
デ
ィ
ド
氏
案
に
疑
問
の
声
が

上
が
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
た

が
、
森
氏
が
発
言
し
た
か
ど
う

か
さ
え
分
か
ら
な
か
っ
た。

一
部
の
発
言
は
黒
塗
り
に
さ

れ
、
J
S
C

側
は
「
率
直
な意

見
の
表
明
が
困
難
に
な
る
」
と

理
由
を
説
明
し
てい
た
。

・

評
価

隠
さ
れ
て
い
た
のは
黒
塗
り

だ
け
で
は
な
か
っ
た。
新
国
立

問
題
を
検
証
し
て
い
た
自
民
党

行
政
改
革
推
進
本
部
が
最
近
、

J
S
C

か
ら
入
手
し
た
議
事
録

と
、
本
紙
に
開
示
さ
れ
た
議
事

録
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、
本
紙
分

は
発
言
を
削
除
し
た
部
分
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た。

削
除
さ
れ
て
い
た
大
部
分

は
、
委
員
の
森
氏
に
よ
る
デ
ザ

イ
ン
の
評
価。
ハ
デ
ィ
ド
氏
を

「
神
宮
の
と
こ
ろ
に
宇
宙
か
ら

何
か
が
お
り
て
き
た
っ
て
い
う

感
じ
」
な
ど
と
批
判
し
、
三
位

の
作
品
も
「
神
宮
の
森
に
カ
キ

フ
ラ
イ
の
フ
ラ
イ
の
な
い
カ
キ

か
、
生
ガ
キ
が
い
るっ
て
い
う

感
じ
」
と
指
摘
し
た
。

二
位
の

作
品
は
高
く
評
価
し
て
い
た
。

森
氏
の
意
見
に
つ
い
て
、
佐

藤
氏
が
「
記
録
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
な
ど
と
述
べ
た
発
言
や
、

J
S
C

の
河
野
一
郎
理
事
長
、

文
科
省
の
久
保
公
人
ス
ポ
ー
ツ

・

青
少
年
局
長
（
四
日
付
で
辞

職
）
の
あ
い
さ
つ
も
削
除
さ
れ

て
い
た。
本
紙
が
開
示
請
求
し

た
議
事
録
で
黒
塗
り
に
さ
れ
た

部
分
は、
安
藤
氏
が二
位
、
三

位
の
作
品
に
つ
い
て
、
ハ
デ
ィ

ド
氏
案
に
及
ば
な
かった
理
由

五輪追加種目のヒアリ
ングに出席する大会組
織委の森喜朗会長e。
隣は御手洗富士夫座長
=7 目、東京都港区で

を
説
明
ーヲ’

. 
不

J
S

C

広
一
号
室
一
二
議
事
録

と
は
発
言
を
二
三
一
竺書き
起

こ
し
た

『莞
言
語一
〔
・ろ、
読

み
や
す
い
よ
う
一二
一
ノン
ト
を

ま
と
め
た
も
の
＝

三
一
一
（
＝
一
一
行
革

本
部
に
は
発
言
語
手
一
重出
し

た
」
と
説
明し
で
て
、三
拡が

開
示
請求
し
た
車
三
EE一
＝
＝
録
が

あ
る
と
の
説
明
は
三
で
った
。

広
報
室
は
、
宗
一
一
｛
（
ゾ莞
言
を

黒
塗
り
にせ
ず
削
除
’）で
こ
と

に
つ
い
て
も
「
意
図
主
主も
の

で
は
な
い。
議
論
の
f
ノ
ン
ト

で
は
な
い
と
判断
し
七
二
と
話

し
た
。

だ
が
、
五輪
を
運
営す

る
組
織
委
の
会
長が
、
キ
一
一
会

場

の
デ
ザ
イ
ン
を
論評
し
た
発
言

が
ポ
イ
ン
ト
で
ない
と
い
う
説

明
は
不
自
然
だ。

J
S
C

は
、
四
回
目
か
ら
議

事
録
を
公
開
す
るよ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
の
後
も情
報
公
開に

は
消
極
的
な
姿勢
が
目立
つ
。

二
千
五
百
二
十億
円
の
工
費

を
了
承
し
た
七
月七
日
の
会
議

後
の
記
者
会
見
を
四十
分
で
打

ち
切
り
、
一万
五
千
人
の
仮設

席
が
工
費
に
含
ま
れ
な
い
こ
と

は
記
者
に
問
わ
れ
る
ま
で
説
明

し
な
か
っ
た。

自
民
党
行
革
本
部
に提出
し

た
「
発
言
録
」も
当
初
は
黒
塗

り
部
分
が
あ
り
、
党
側
が
出
し

直
さ
せ
た。

一

公
明
党
の石
井
啓
一
政
調会

』

長
は
七
日
の
衆
院
予
算
委
員会

で
「
国
民
へ
の
説
明
、透明
性

に
欠
け
て
い
た
」
と
批
判。
J

S
C

を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る

下
村
博
文
文
科
相
は
「
真
撃
に

受
け
止
め
る
」
と
述
べ
た
。




